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今月の表紙

特集　まちのうごき

町長からの手紙
町長 戸田善規
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 人　口　　21,577人 （前月比－61）

 男　性　　10,453人 （前月比－28）

 女　性　　11,124人 （前月比ー33）

 世帯数　 　7,540戸

わたしたちの多可町
平成29年 4 月 1 日現在

◉
地
方
創
生
・
ま
ち
づ
く
り

　
平
成
28
年
度
を
振
り
返
る
と
、

「
多
可
町
の
特
性
を
大
き
く
全
国

に
発
信
で
き
た
年
度
に
な
っ
た
」

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
和
紙
産
地
か
ら
多
く

の
手
漉
き
和
紙
関
係
者
を
迎
え

て
盛
大
に
開
催
し
た「
全
国
手
漉

き
和
紙
青
年
の
集
い
・
杉
原
紙

大
会
」。
国
の
重
要
無
形
文
化
財

登
録（
ひ
い
て
は
ユ
ネ
ス
コ
登

録
）を
目
指
し
た「
杉
原
紙
総
合

調
査
事
業
」に
も
着
手
し
ま
し
た
。

　
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
に
お
出

ま
し
い
た
だ
き
開
催
し
た「
敬
老

の
日
制
定
50
周
年
記
念
式
典
」と
、

全
国
初
と
な
る「
敬
老
文
化
の
ま

ち
宣
言
」は
、
永
く
多
可
町
の
歴

史
に
残
る
は
ず
で
す
。

　
加
え
て
、
2
月
実
施
の
山
田

錦
生
誕
80
周
年
記
念
式
典
。
多

可
町
産
山
田
錦
で
造
ら
れ
た
最

高
級
酒
の
試
飲
会
や
杜
氏
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
一
献
の

系
譜
」の
上
映
な
ど
、
関
連
イ
ベ

ン
ト
も
大
好
評
で
し
た
。
酒
米

の
王
様
・
山
田
錦
の
発
祥
地
は
、

多
可
町
で
あ
る
こ
と
を
全
国
に

発
信
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
29
年
度
は
、 

本
町
で
も
先
行
的
に
進
め
て
い

る「
多
可
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」の
取
り
組
み

を
強
化
・
定
着
化
さ
せ
る
年
度

と
し
、
い
よ
い
よ
初
期
の
成
果

（
果
実
）を
手
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は「
風
景
」「
風
情
」「
風

味
」に
、
多
可
町
人
の「
技
能
・

技
術
」を
加
え
て
、『
風
土
産
業
』

と
し
て
昇
華
さ
せ
、
こ
れ
を
活

か
し
き
る
こ
と
で
す
。

　
加
え
て
、
多
く
の
可
能
性
を

有
し
人
を
呼
び
込
む「
磁
場
の

町
」、
新
し
い
可
能
性
に
果
敢
に

挑
戦
で
き
る「
創
造
の
町
」と
し

て
、
多
可
町
の
好
循
環
を
創
り

出
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

◉
平
成
29
年
度
予
算
の
特
徴

　
平
成
29
年
度
予
算
は
、「
①
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
②
次

代
を
担
う
若
者
づ
く
り
」「
③
風

土
を
活
か
し
た
元
気
づ
く
り
」の

3
点
を
特
に
念
頭
に
置
い
て
編

成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
超

大
型
の
規
模（
1
3
8
億
7
千
万

円
）で
す
が
、
中
身
的
に
は
一
般

財
源
か
ら
の
持
ち
出
し
額
の
縮

減
を
継
続
し
て
図
っ
て
お
り
、

「
緊
縮
型
・
堅
実
型
の
予
算
」と

い
え
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税

総
額
の
大
幅
減
少
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
こ
と
が
、
よ
り
明
白
と

な
っ
た
予
算
で
も
あ
り
ま
す
。

  

歳
入
改
革
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
的
確
な
賦
課
客
体
を
捕
捉

し
、
公
平
・
公
正
な
収
納
を
目

指
す
と
と
も
に
、
公
債
権
、
私

債
権
の
適
正
な
処
理
の
も
と
積

極
的
な
収
納
確
保
に
努
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◉
多
可
町
の「
断
捨
離
」を

　
　
　
　
　
　
　
　  

始
め
ま
す

　
平
成
27
年
度
の
多
可
町
ふ
る

さ
と
創
造
大
学
か
ら
の
提
言
の

中
に
、「
多
可
町
自
身
の
断
捨
離

を
実
行
し
て
み
て
は
…
」と
の
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
に
お
い
て
も
、
平
成
27
年

12
月
か
ら
翌
1
月
に
か
け
て「
多

可
町
の
公
共
施
設
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

町
が
所
有
す
る
公
共
施
設
な
ど

に
つ
い
て
、
将
来
の
見
通
し
と

共
に
適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
と
財
政
負
担
の
軽
減
・
平

準
化
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年

度
策
定
し
た「
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画（
2
0
1
6
年
〜
2
0

4
5
年
）」を
元
に
、
実
行
計
画

と
し
て
の「
公
共
施
設
等
再
配
置

計
画
」を
公
共
施
設
等
再
配
置
計

画
策
定
委
員
会
で
、
慎
重
に
審

議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◉「
五
つ
星
の
役
場
」を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
し
ま
す

　
新
庁
舎
建
設
に
係
る
多
額
の

予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
以
上
、
そ
こ
に
入
る
職
員
の

能
力
・
資
質
の
向
上
と
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
・
高
度
化
は
最

大
の
命
題
で
す
。

　
業
務
遂
行
上
の
問
題
点
の
把

握
は
、
そ
の
ま
ま
役
場
組
織
全

体
の
意
識
改
革
と
職
員
研
修
に

も
つ
な
が
り
、
そ
こ
に「
笑
顔
で

の
対
応
」が
加
わ
れ
ば
、「
五
つ

星
の
役
場
」が
見
え
て
き
ま
す
。

　
本
町
も
地
方
側
の
一
員
と
し

て
、
地
域
の
課
題
発
見
・
解
決

能
力
を
磨
き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
、
分
権
改
革

の
提
案
募
集
に
積
極
的
に
応
じ

て
い
き
ま
す
。

◉
財
源
対
応
と
自
治
の
仕
組
み

　「
過
疎
法
適
用
外
小
規
模
市
町

村
連
絡
会
議
」へ
の
参
画
、
ま
た
、

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
に
努

力
す
る
ほ
か
、
独
自
で
の
財
源

確
保
と
し
て
、
善
意
の
個
人
か

ら
の「
ふ
る
さ
と
納
税
」を
誘
引

し
つ
つ
、
事
業
面
で
の
共
感
・

連
携
に
よ
る「
企
業
版
・
ふ
る
さ

と
納
税
」に
も
活
路
を
見
い
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。  

　
さ
ら
に
ま
た
、
集
落
自
治
や

住
民
の
皆
さ
ん
の
個
々
の「
主
体

性
」と「
自
律
性
」に
期
待
を
寄
せ

な
が
ら
、
自
治
区
制
存
廃
の
論

議
や
こ
れ
を
代
替
す
る
受
け
皿

組
織
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、

自
治
の
存
続
可
能
性
を
探
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

選べるまち・選ばれるまち　
多可町を目指す

施　政　方　針

安全で元気なまち
　　　　　　　　　　の基盤を構築

 4 月16日にchattanaの
森で開催された「第 6 回
みちくさマルシェ」のス
テージで踊るDropの子
どもたちの様子です。
　元気いっぱいのかわい
らしいダンスで、観客を
魅了していました。

　今年の 4月中旬も梅と桜と桃の花が同時に楽し
める三春となっています。
　好天に恵まれた今日の日曜日、多可町の各施設
は大勢の入り込みで賑わっているようです。
　皆さんにはいかがお過ごしでしょうか、お伺い
申し上げます。

極東情勢の緊迫度、増す！
　昼のNHKニュースは、北朝鮮のミサイル発射
の失敗を真っ先に報道し、アメリカ政府の強硬な
コメントを伝え、今後の対応を予測していました。
　国際ルールを無視した北朝鮮の核保有を目指し
た軍備拡張とミサイルの発射は、いかに実験と銘
打っても断じて許されません。
　シリアでの戦闘状況に加えて、アメリカの二正
面作戦が、ここにきて現実味を帯びてきました。
　韓国が大統領不在の混迷状態にあり、指揮命令
系統の統一性を欠く中で、北からの突然の攻撃に
よる「朝鮮有事」の危険度の高まりを感じています。
　「歴史は繰り返すことはないが、同じ韻を踏む」
とは、アメリカの作家マーク・トウェインの有名
な言葉です。
　「米・中・露」の相互協力による抑制・抑止の成
果により、これが「杞憂」に終わってくれることを
強く願っています。
　　
「お互い様の心」を大切に
　毎年、この時期は総会のシーズンです。
　先ほども多可町ボランティア連絡会の総会があ
り、来賓あいさつをさせていただきました。
　多可町では、695人（実数520人）の方々が各種の
ボランティア活動に参画いただいており、ありが
たいことと心から感謝しています。
　頻発する災害対応に加えて、超高齢化していく
社会では、ボランティア活動の需要はますます増
え続け、多様化していく、と言われています。
　また、多可町創生にもボランティアの方々の活
力は欠かせません。
　「持ち続けたい　助け合う心」を合言葉に、多可
の里にボランティア活動の輪が大きく広がってく
れることを期待しています。
　「お互い様の心」が、ボランティア活動の原点な
のかもしれませんね。
　　　　　　　　　　　　平成29年 4 月16日（記）

み　はる



出

歳

入

歳

 依存財源（66.1%）

 自主財源（33.9%）

◉
公
平
・
公
正
な
収
納
を
目
指

　
す
と
と
も
に
、
積
極
的
な
収

　
納
確
保
に
努
め
る

　

歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税
の

伸
び
な
ど
に
よ
り
、
町
税
を
前

年
度
比
7
，6
2
2
万
6
千
円
増

の
20
億
6
，6
6
3
万
3
千
円
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の

地
方
譲
与
税
や
各
種
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
な
ど
の
財

政
見
込
み
か
ら
昨
年
度
よ
り
3
，

5
2
0
万
円
減
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
国

の
財
政
情
報（
国
に
お
け
る
交
付

税
総
額
の
減
少
）や
、
一
本
算
定

へ
と
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
影
響
額
を
3
億
円
と

見
込
み
、
44
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
税
と
地
方

交
付
税
を
合
わ
せ
た
構
成
比
が

46
・
6
％
、
国
県
支
出
金
や
諸

収
入
な
ど
を
合
わ
せ
て
も
歳
入

全
体
の
68
・
１
％
に
と
ど
ま
り

31
・
9
％
は
繰
入
金
と
町
債
を

充
て
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政

調
整
基
金
を
大
き
く
取
り
崩
し
、

収
支
の
均
衡
を
図
っ
て
い
ま
す
。

会計名

一 般 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

学 校 給 食 事 業 特 別 会 計

診 療 所 事 業 特 別 会 計

宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

企 業 会 計 　 計

合　計

国民健康保険
特別会計

事 業 勘 定
直営診療施設勘定

計

増減率

11.9％

△1.7％

3.2％

△1.6%

△0.9%

7.1%

1.2％

6.9％

△25.3%

皆減

△17.3％

△16.2％

皆増

186.2％

10.5％

差額（A）ー（B）

14億8,000万円

△4,914万7千円

231万円

△4,683万7千円

△265万1千円

1億6,925万円

253万6千円

974万1千円

△341万3千円

△14億453万8千円

△12億7,591万2千円

△1億7,223万4千円

21億4,590万4千円

19億7,367万円

21億7,775万8千円

H28予算額（B）

123億9,000万円

28億5,763万8千円

7,189万円

29億2,952万8千円

2億7,975万7千円

23億8,630万9千円

2億1,640万4千円

1億4,176万9千円

1,351万2千円

14億453万8千円

73億7,181万7千円

10億6,009万3千円

10億6,009万3千円

208億2,191万円

H29予算額（A）

138億7,000万円

28億849万1千円

7,420万円

28億8,269万1千円

2億7,710万6千円

25億5,555万9千円

2億1,894万円

1億5,151万円

1,009万9千円

60億9,590万5千円

8億8,785万9千円

21億4,590万4千円

30億3,376万3千円

229億9,966万8千円

平成29年度一般会計予算　138億7,000万円平成29年度一般会計予算　138億7,000万円
歳出改革と歳入改革の断行

◉
新
庁
舎
建
設
の
本
格
化
に
よ

　
る「
超
大
型
予
算
」

　

大
き
く
増
減
の
あ
る
も
の
は
、

総
務
費
、
土
木
費
、
農
林
水
産

業
費
、
教
育
費
で
す
。

　

総
務
費
は
、
庁
舎
建
設
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
る
も
の
で
、
15
億

6
，6
3
0
万
円
増
、
土
木
費
は

下
水
道
事
業
が
企
業
会
計
に
移

行
す
る
た
め
、
2
億
9
，5
2
0

万
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
農
業
集

落
排
水
に
か
か
る
繰
出
金
が
土

木
費
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
松
井
小
学
校
大

規
模
改
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す
。

　

諸
支
出
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さ

と
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税
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減
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立

額
が
減
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

算予度年29成平

特集　まちのうごき

歳出
138億
7,000万円

歳入
138億
7,000万円

自動車取得税交付金  3,500万円 0.3％

配当割交付金  1,700万円 0.1％

地方特例交付金など  2,250万円  0.2％

ゴルフ場利用税交付金  2,100万円 0.2％

地方譲与税  1 億1,700万円 0.8％

予備費 100万円 0.0％

諸支出金 1 億 980万円 0.8％

議会費 1 億 200万円 0.7％

労働費 1 億 150万円 0.7％

商工費 1 億9,660万円 1.4％

地方消費税交付金  3 億3,000万円 2.4％

国庫支出金
7億8,906万 3 千円
             5.7％

県支出金
9億4,850万 1 千円
             6.8％

町債
24億8,490万円
        17.9％

地方交付税
44億円 31.7％

財産収入 
4,498万 1 千円 0.3％

分担金および負担金
6,390万 1 千円 0.5％

寄附金
1億1,189万 1 千円 0.8％

使用料および手数料 
1 億4,445万 8 千円 1.0％

諸収入 
3 億3,446万 1 千円 2.4％

繰入金
19億3,871万円
        14.0％

衛生費
8億4,990万円
         6.1％

農林水産業費
9億5,350万円
         6.9％

消防費
6億1,210万円
         4.4％

教育費
11億4,170万円
         8.2％

土木費
13億5,170万円
         9.8％

総務費
34億7,290万円
        25.1％

公債費
18億9,170万円
        13.6％

民生費
30億8,560万円
        22.3％

町税
20億6,663万3千円
           14.9％

※平成29年度から、下水道事業が企業会計に移行しています。
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新　規

新　規

継　続

継　続

新規・継続

拡　充

新　規

新　規

新　規

　　4・5歳児の保育料無償化　　4,000万円

　　幼稚園、保育所などに通う町内の 4・5歳児の保育料について、無償にします。
　ただし、給食費3,000円と教材費1,000円の実費は徴収します。

　　 第 2 子保育料を軽減　　270万円（民生費）

　　ひょうご保育料軽減事業により、第 2子の保育料を軽減します。月額5,000円を超える額について、3    
   歳未満児4,500円、3歳以上児3,000円を上限に助成します（所得制限あり）。

　　中町南小学校北校舎等老朽改修工事　　1億4,380万円（教育費）

　　北校舎の老朽部分を改修し、安全・安心な学舎として長寿命化を図ります。あわせて、屋内運動場の
　照明のLED化と落下防止を含む非構造部材の耐震化を図ります。

　　
　　
　　
　　移住・定住促進事業　　659万 6 千円（総務費）

　　多可町の魅力を町外にPRし、移住・定住の町施策などを案内できる定住コンシェルジュを配置し、都
　市住民からの移住・定住の要望に対応できるよう事業展開します。多可町の豊かな自然環境を利用した幼
　児教育などの組織を支援し、移住促進につなげます。

　　　多可町版地方創生事業
　　　　　　　　・ヘルスケア産業推進事業（健康保養地事業）　400万円（総務費）
　　「健康寿命」を延ばすことを目指し、定期的な運動時間が取りにくい中年世代や激しい運動が難しい高齢
　者でも楽しく取り組めるウェルネスウォーキングコースの整備、健康増進プログラム、ヘルシーメニュ
　ーなどの開発・提供を行います。

　　
　　　・ヘルスケア産業推進事業（遊休農地活用対策事業）　381万円（総務費）
　　　遊休農地の有効活用を図るため、地域資源の１つであるラベンダーを栽培し、また、地域でラベンダ
　ーを栽培・管理・出荷する体制を構築し、副収入を得ることにより地域の景観形成と活性化を図ります。
　　　
　　・多可町播州織ブランド化事業　　40万円（商工費）
　　播州織産地における播州織のブランド力を向上させ、魅力ある地域づくりと産業の発展を目的とし、播
　州織振興基金を財源に播州織の魅力発信事業や若手デザイナー候補者との連携事業に補助します。

　　本庁舎建設整備事業　　18億5,225万 6 千円（総務費）

　　旧庁舎の解体後、新庁舎Ⅱ期工事と事務什器類を整備します。

　　北はりま消防組合多可町内消防出張所整備事業　　5,273万 2 千円（消防費）

　　多可北出張所（加美区）および多可南出張所（八千代区）の整備に係る基本・実施設計の経費を北はりま消
　防組合の当初予算に計上し、これを負担金で支出し、安全で安心な消防救急体制の整備を進めます。

　　在宅医療・介護連携助成金　　600万円（衛生費）

　　「住み慣れたこのまちで、末永く生活できる多可町を目指すため」を基本目標として、多可赤十字病院
　・前院長の松浦尊麿さんに、「医療・保険・福祉統括参与」として就任いただき、病院とかかりつけ医が共
　同して１人の患者の診療に当たれるスタイルを確立していく体制づくりの支援などを担当課と共に目指し
　ていただきます。

新　規

拡　充

Ⅲ　風土を活かした元気づくり事業

Ⅱ　次代を担う若者づくり事業

Ⅰ　安全安心のまちづくり

主  要  施  策  の
　　事  業  概  要

●平成29年度予算の特徴

Ⅰ　安全安心のまちづくり
　　•新防災拠点となる防災棟を含む新庁舎の建設費
　　•常備消防「北はりま消防組合」の町内 3拠点≒「消防（赤）・救急（白）：24時間体制」の整備
　　•地域包括支援ネットワークの更なる推進

Ⅱ　次代を担う若者づくり
　　•保育料無償化などによる子育て支援
　　•校舎改修工事などによる教育環境の整備

Ⅲ　風土を活かした元気づくり
　　•空き家の活用および定住コンシェルジュの活用による移住・定住支援
　　•多可町全国うりだしプロジェクト、健康保養地事業、6次産業化の展開による特産品振興、
　　　創業・起業への支援

ひ と

ひ と

特集　まちのうごき
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　平成29年度の区長が決まりました。
　よろしくお願いします。（敬称略・○は新任）
　■問合先　地域振興課　☎（32）4779
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ど
も
の
日
」か
ら
１

週
間
を「
児
童
福
祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　◉
平
成
29
年
度
標
語

　
「
で
き
る
こ
と

　
　
　
　

た
く
さ
ん
あ
る
よ

　
　
　
　
　
　

き
み
の
て
に
」

　　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
こ
と
、
こ
れ
は
、
社
会
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

国
民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
す

べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域

に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を

持
っ
て
、
未
来
の
担
い
手
と
し

て
、
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く

育
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
・

社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
政
府
で
は
、
子

ど
も
の
将
来
が
生
ま
れ
育
っ
た

環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
経
済
的
に
厳

し
い
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ
の

支
援
の
充
実
、
社
会
的
養
護
の

　推
進
お
よ
び
児
童
虐
待
防
止
対

策
の
強
化
に
取
り
組
み
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
育
つ
た
め
の
総

合
的
な
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

家
庭
児
童
相
談
の
ご
案
内

　　
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
、
心

配
事
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
専
門
の
家
庭
相
談
員
が

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

■
相
談
日
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

■
相
談
時
間

　
午
前
8
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
5
時
15
分

■
相
談
方
法

　
面
接
や
電
話
、
訪
問
な
ど

■
相
談
内
容

　
子
育
て
や
し
つ
け
、
家
庭
の

事
情
に
よ
る
子
ど
も
の
養
育
、

支
援
の
利
用
な
ど

■
担
当
者
　
家
庭
相
談
員

※
相
談
の
費
用
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
他

　
の
機
関
を
紹
介
し
た
り
連
携

　
を
図
っ
た
り
し
ま
す
。

※
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
・
こ
ど
も
園

　
で
、
巡
回
子
育
て
相
談（
月
1

　
回
）も
行
っ
て
い
ま
す
。
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■
問
合
先
　
産
業
振
興
課
☎（
32
）2
3
8
8

よ
り
良
い
農
業
環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め

多
可
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
総
合
見
直
し
を
行
い
ま
す

　
今
後
10
年
の
農
業
振
興
の
方
向
を
決
定
す
る「
多
可
町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◉
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

　
総
合
見
直
し
と
は

　

農
業
上
の
土
地
利
用
の
見
直

し
と
も
言
え
る
も
の
で
、
お
お

む
ね
5
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、

今
後
約
10
年
間
の
農
業
振
興
地

域
に
お
け
る
農
業
振
興
の
方
向

を
定
め
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
、

優
良
農
用
地
の
確
保
・
保
全
を

ね
ら
い
と
し
た
土
地
利
用
規
制

計
画
の
2
つ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。

◉
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

集
落
説
明
会
実
施
後
、
主
に

土
地
利
用
規
制
計
画
に
つ
い
て
、

集
落
と
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
農
業
振
興

地
域
内
の
農
用
地
区
域
に
つ
い

て
、
地
域
の
土
地
利
用
状
況
な

ど
を
話
し
合
う
も
の
で
す
。
個

人
か
ら
の
自
己
所
有
地
の
除
外

要
望
に
つ
い
て
も
、
こ
の
と
き

に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
振
農
用
地
か
ら
除

外
で
き
る
土
地
の
条
件
は
、
5

年
に
一
度
の
総
合
見
直
し
の
場

合
も
、
緊
急
の
農
振
計
画
の
変

更
の
場
合
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

集
落
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
後
、
県
と
町

と
で
調
整
し
、
除
外
で
き
る
案

件
の
み
、
除
外
申
請
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

計
画
の
完
成
は
、
平
成
30
年

5
月
以
降
の
予
定
で
す
。

■
申
請
期
限　

9
月
29
日（
金
）

◉
農
振
農
用
地
区
域
の
設
定
に

　
つ
い
て　

　

農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
べ

き
土
地
の
区
域
を
い
い
ま
す
。

原
則
転
用
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

■
設
定
要
件

①
集
団
的
に
存
在
す
る
農
用
地

　

で
一
定
の
規
模（
お
お
む
ね
10

　

ha
）以
上
の
も
の

②
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
施
行

　

に
係
る
区
域
内
に
あ
る
土
地

③
①
ま
た
は
②
に
掲
げ
る
土
地

　

の
保
全
、
ま
た
は
利
用
上
必

　

要
な
施
設
の
用
に
供
さ
れ
る

　

土
地

④
農
業
用
施
設
用
地
で
、
2
ha

　

以
上
ま
た
は
①
お
よ
び
②  

　

の
土
地
に
隣
接
す
る
も
の

⑤
地
域
の
特
性
に
即
し
た
農
業

　

振
興
を
図
る
た
め
に
必
要
な

　

土
地

　

◉
農
地
を
農
振
農
用
地
か
ら
除

　
外
す
る
場
合

　

本
来
、
農
振
農
用
地
区
域
に

あ
る
農
地
は
、
農
地
以
外
の
も

の
に
転
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
必
要
が
生
じ

緊
急
性
の
あ
る
場
合
で
、
農
振

法
で
定
め
ら
れ
た
下
記
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
限
り
、

農
振
地
域
か
ら
の
除
外
手
続
き

を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
農
振
農
用
地
区
域
へ
農

地
を
編
入
す
る
場
合
に
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
除
外
の
要
件

①
具
体
的
な
土
地
利
用
計
画
が

　

あ
り
、
そ
の
計
画
が
緊
急
に

　

必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

　

こ
と
。
ま
た
、
必
要
最
小
限

　

の
面
積
で
あ
る
こ
と
。

②
農
振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外

　

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
と

　

ま
り
の
あ
る
農
地
が
虫
食
い

　

に
な
る
な
ど
、
農
地
の
集
団

　

性
や
周
辺
農
地
の
農
作
業
に

　

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

　

い
こ
と
。

③
集
落
営
農
や
認
定
農
業
者
な

　

ど
の
面
的
な
利
用
の
集
積
に

　

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

　

い
こ
と
。

④
農
用
地
区
域
内
の
農
業
用
排

　

水
路
、
田
畑
へ
の
進
入
路
な

　

ど
の
利
用
に
支
障
を
及
ぼ
さ

　

な
い
こ
と
。

⑤
ほ
場
整
備
事
業
完
了
日
後
8

　

年
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
。

5
年
に
一
度
の
総
合
見
直
し
の

後
な
の
で
、
平
成
30
年
度
中
は

原
則
と
し
て
、
農
振
除
外
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先
　
定
住
推
進
課
☎（
32
）4
7
7
6

さ
と

■
助
成
内
容

•
購
入
者
を
対
象
と
し
た
制
度

に
よ
り
、
最
大
2
5
0
万
円

の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

•
県
が
実
施
す
る
県
産
木
材
住

宅
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
低
利
率
の
借
り
入
れ
も

可
能
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
資
格
な
ど
が
助
成
内
容

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
購
入
申
込
資
格

①
住
宅
建
築
用
の
宅
地
を
必
要

と
し
、
5
年
を
め
ど
に
建
築

の
着
手
が
見
込
め
る
人

②
入
居
時
に
は
購
入
地
に
住
民

登
録
し
、
永
住
予
定
の
人

③
日
本
国
籍
の
人
、
ま
た
は
永
住

許
可
を
受
け
て
い
る
外
国
人

④
支
払
期
日
ま
で
に
譲
渡
代
金

（
頭
金
10
％
・
残
金
90
％
）の

支
払
い
が
可
能
な
人

⑤
暴
力
団
な
ど
、
反
社
会
的
な

組
織
に
加
入
し
て
お
ら
ず
、

人
権
を
尊
重
し
、
暴
力
の
な

　

い
明
る
い
社
会
・
地
域
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
人

⑥
譲
渡
契
約
時
の
年
齢
が
満
20

歳
以
上
の
人

⑦
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

■
分
譲
区
画　

3
区
画

■
所
在
地　

加
美
区
熊
野
部

先
着
分
譲
中

「
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
み
の
郷
」購
入
者
募
集

　
宅
地
分
譲
地「
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
み
の
郷
」で
は
、
若
者
世
帯
と
子
育
て

世
帯
の
支
援
と
し
て
、
価
格
の
減
額
な
ど
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

済済

済済

済 済

済

済

済済

公共用地

宅地内道路幅5m

宅地内道路幅５m

442万円441万円

449万円
5号地

3号地 4号地

の
ぎ
く
バ
ス
停

N

さ
と

■
問
合
先
　
定
住
推
進
課
☎（
32
）4
7
7
6

住
ま
い
づ
く
り
を
支
援

多
可
町
の
住
ま
い
の
助
成

◉
住
ま
い
の
新
築
助
成
事
業

　

町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
施

工
す
る
住
宅
新
築
に
対
し
、
建

築
主
に
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

定
住
者
の
増
加
と
技
能
・
技
術

の
継
承
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

①
主
体
構
造
部
工
事
、
左
官
工

　

事
、
内
装
工
事
、
電
気
工
事

　

な
ど
町
の
指
定
す
る
14
職
種

　

の
う
ち
、
7
職
種
以
上
が
町

　

内
業
者
で
あ
り
、
建
築
費
1
，

　

0
0
0
万
円
以
上
の
住
宅
に

　

5
万
円
を
助
成
。
建
築
費
が

　

5
0
0
万
円
増
え
る
ご
と
に

　

助
成
額
を
5
万
円
ず
つ
加
算

　
（
上
限
25
万
円
）。

②
同
じ
く
町
の
指
定
す
る
14
職

　

種
の
う
ち
、
10
職
種
以
上
が

　

町
内
業
者
で
あ
り
、
建
築
費

　

1
，0
0
0
万
円
以
上
の
主
に

　

県
産
木
材
を
使
用
し
た
木
造

　

住
宅
に
10
万
円
を
助
成
。
建

　

築
費
が
5
0
0
万
円
増
え
る

　　

ご
と
に
助
成
額
を
10
万
円
ず

　

つ
加
算（
上
限
50
万
円
）。

■
対
象
条
件　

•
耐
震
金
物
・
火
災
報
知
機
の

　

取
り
付
け
、
居
室
の
換
気
シ

　

ス
テ
ム
な
ど
、
建
築
基
準
法

　

に
準
じ
た
工
事
が
さ
れ
て
い

　

る
こ
と

•
元
請
お
よ
び
主
体
構
造
部
工

　

事
が
町
内
業
者
で
あ
る
こ
と

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◉
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　
町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
、

住
宅
所
有
者
に
助
成
を
行
い
ま

す
。

※
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
請
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額
　
事
業
費
の
5
％

　
（
上
限
5
万
円
・
千
円
未
満
は

　

切
り
捨
て
）

■
対
象
条
件　

•
自
己
が
所
有
し
、
居
住
す
る

　

町
内
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

•
町
内
の
建
築
業
者
な
ど
が
施

　

工
す
る
こ
と

•
事
業
費
が
50
万
円
以
上
の
住

　

宅
改
修
工
事
で
あ
る
こ
と

•
ほ
か
の
住
宅
助
成
事
業
を
受

　

け
て
い
な
い
こ
と

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◉
中
古
住
宅
購
入
助
成
制
度

　

中
古
住
宅
を
購
入
し
て
、
多

可
町
に
移
住
し
よ
う
と
す
る
人
、

引
き
続
き
多
可
町
に
住
も
う
と

す
る
人
に
助
成
し
ま
す
。

※
新
た
に
町
内
で
転
居
し
た
人

も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
転
入
・
転
居
後
、
6
カ
月
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
額

　

10
万
円
を
限
度
に
助
成

■
対
象
条
件　

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

•
多
可
町
に
定
住
の
意
思
を
持

ち
、
5
年
以
上
居
住
す
る
こ

と
を
誓
約
し
た
人

•
町
内
に
建
築
し
た
個
人
住
宅

で
、
平
成
22
年
4
月
１
日
以

降
に
購
入
し
た
物
件

•
住
宅
の
所
有
者
と
契
約
を
交

わ
し
た
中
古
住
宅
購
入
者（
3

親
等
以
内
の
親
族
か
ら
の
購

入
は
除
く
）

•
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
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多可町

■担当隊員
　橋口若葉さん
　汗部滉太郎さん

活動レポート
地域おこし協力隊

■
対
　
象

•
町
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

　
同
一
事
業
所
を
経
営
し
て
い

　
る
中
小
企
業
者

•
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2

条
第
1
項
第
1
号
、
第
2
号
、

　
第
5
号
お
よ
び
第
6
号
に
規

　
定
す
る
法
人
ま
た
は
個
人

•
取
扱
金
融
機
関
で
審
査
し
、

　
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　
国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　
道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　
い
る
事
業
者

■
取
扱
金
融
機
関

•
兵
庫
県
信
用
組
合（
中
町
支
店

　
・
八
千
代
支
店
）

•
中
兵
庫
信
用
金
庫（
中
町
支
店

　
・
加
美
町
支
店
）

•
み
の
り
農
協（
中
町
支
店
・
加

　
美
支
店
・
八
千
代
支
店
）

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】　
年
1
・
1
％

【
融
資
限
度
額
】

　
1
企
業
に
つ
き
5
0
0
万
円

※
設
備
資
金
は
1
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　
5
年
以
内

※
設
備
資
金
は
7
年
以
内

　　
（
据
置
期
間
6
カ
月
以
内
）

【
資
金
の
使
途
】

　
運
転
資
金
、
事
業
転
換
資
金
、

開
業
資
金
、
設
備
資
金

【
担
　
保
】

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
が
必

要
と
す
る
と
き
は
、
担
保
を
徴

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
連
帯
保
証
人
】

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

【
信
用
保
証
】

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
必
要
で
す
。

【
保
証
料
の
補
給
】

　
兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
へ
支

払
っ
た
保
証
料
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
2
分
の
1
を
町
が
補
給

し
ま
す
。

■
問
合
先
　
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

町
内
の
中
小
企
業
を
応
援

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

　
町
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
を
円
滑
化
し
、
正
常
な
事
業
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
融
資
制
度
で
す
。

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
制
度
・
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

生
活
資
金
・
住
宅
資
金
を
融
資

　
町
内
企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た
め
の
制
度
で
す
。

■
問
合
先
　
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

◉
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

■
対
　
象

•
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　
務
し
て
い
る
勤
労
者（
事
業
主

　
お
よ
び
そ
の
家
族
従
業
者
は

　
除
く
）

•
町
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築

　（
増
改
築
を
含
む
）ま
た
は
購

　
入
し
よ
う
と
す
る
人

※
現
住
所
の
町
内
外
は
問
い
ま

　
せ
ん
。

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

◉
中
小
企
業
勤
労
者

　
　
　
　
　
　
生
活
資
金
制
度

■
対
　
象

•
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

　
人（
事
業
主
お
よ
び
そ
の
家
族

　
従
業
者
は
除
く
）

•
本
制
度
に
よ
る
生
活
資
金
融

　
資
を
受
け
て
い
な
い
人

•
町
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

　
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　
務
し
て
い
る
人

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　
適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　
国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　
道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　
い
る
人

■
融
資
条
件

【
保
　
証
】

　（
一
社
）日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　
元
利
均
等
月
賦
返
済

※最長 4年の元金据置返済が可能

資金の使途

医　療

冠婚葬祭

教　育

住宅増改築

融資限度額

100万円

100万円

300万円

300万円

返済期間

5 年以内

5年以内

10年以内

10年以内

利　率

年2 .03％

年2 .03％

年2 .00％

年2 .03％

※

•
年
齢
が
満
20
歳
以
上
、
満
60

　
歳
未
満
の
人（
た
だ
し
、
完
済

　
時
の
年
齢
が
満
76
歳
未
満
で

　
あ
る
こ
と
）

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　
国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　
道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　
い
る
人

■
取
扱
金
融
機
関

　
近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】

　
固
定
金
利
型
　
年
1
・
85
％

【
融
資
限
度
額
】　
2
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　
35
年
以
内

【
資
金
の
使
途
】

　
申
請
者
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
建
築（
増
改
築
含
む
）

ま
た
は
購
入
に
充
て
る
も
の
で
、

そ
の
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
営
利
目
的
に
使
用
さ
れ
な
い

こ
と

【
担
　
保
】

　
融
資
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の

土
地
に
原
則
と
し
て
第
一
順
位

の
抵
当
権
設
定
登
記
を
し
ま
す
。

【
保
　
証
】

　（
一
社
）日
本
労
働
者
信
用
基

金
協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　
元
利
均
等
月
賦
返
済

※
半
年
賦
返
済
併
用
も
可

■
問
合
先
　
商
工
連
携
室
☎（
32
）4
7
7
9

利
子
の
半
額
を
2
年
間
補
助

マ
ル
経
融
資
向
け
利
子
補
給
制
度

　
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
融
資
）の
利
用
者
に
対
し
、
町
が
利
子
補
給
を
行
う
制
度
で
す
。

　■
対
　
象

•
多
可
町
商
工
会
か
ら
推
薦
を

受
け
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
平
成
25
年
4
月
以
降
に

マ
ル
経
の
融
資
を
受
け
た
事

業
者

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
、

国
民
健
康
保
険
、
上
下
水
道

　

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
都

市
部
か
ら
農
村
部
へ
と
移
り
住

み
、
伝
統
産
業
の
継
承
、
地
場

産
品
の
開
発
協
力
、
地
域
振
興

の
推
進
、
地
域
協
力
活
動
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
地
域
へ
の
定

着
・
定
住
を
図
る
制
度
で
す
。

　
多
可
町
で
は
、
昨
年
か
ら
健

康
保
養
地
事
業
の
支
援
を
中
心

に
活
動
し
て
い
る
橋
口
さ
ん
に

加
え
、
4
月
か
ら
地
域
情
報
発

信
の
支
援
を
行
う
汗
部
さ
ん
が

新
た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各
地

域
で
活
躍
す
る
2
人
の
活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
二

年
目
の
橋
口
若
葉
で

す
。
多
可
町
に
来
て

早
一
年
、
本
当
に
あ

っ
と
い
う
間
で
し
た
。

色
ん
な
方
と
出
会
い
、

た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は

主
に
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ー
ス

整
備（
下
見
）な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
希
望
者
が
増
え
、
少
し
ず
つ

広
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
か
ら
は
、
月
一
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
毎
週
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興

味
の
あ
る
方
は
、
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
二
年
目
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
に
気
合
い
を
入

れ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
。
本
年
度

か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
赴
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
汗
部
晃
太

郎（
ア
セ
ベ
コ
ウ
タ
ロ
ウ
）

と
申
し
ま
す
。
多
可
町
の

こ
と
は
ま
だ
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
ま

ず
は
多
可
町
の
こ
と
に
つ

い
て
勉
強
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
、
と
い
う
思

い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

橋
口
隊
員
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
可
町
の
こ
と

を
早
く
勉
強
し
、
多
可
町
に
関
す
る
情
報
を
こ
れ
か
ら

た
く
さ
ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
料
金
な
ど
）を
完
納
し
て
い
る

事
業
者

■
内
　
容

　
当
該
融
資
に
係
る
利
子
合
計

額
の
2
分
の
1
を
補
給
し
ま
す
。

補
給
の
交
付
期
間
は
、
2
年
間

で
す
。

■
融
資
条
件

　
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と

•
多
可
町
商
工
会
の
会
員
で
あ

　
る
こ
と

•
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

　
の
場
合
は
5
人
以
下
）で
あ
る

　

　
こ
と

•
原
則
と
し
て
6
カ
月
以
上
、

　
多
可
町
商
工
会
の
経
営
指
導

　
を
受
け
て
い
る
こ
と

•
最
近
1
年
以
上
、
町
内
で
事

　
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

•
所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
、

　
ま
た
は
県
民
税
や
住
民
税（
均

　
等
割
り
を
含
む
）を
原
則
と
し

　
て
す
べ
て
完
納
し
て
い
る
こ

　
と

•
商
工
業
者
で
あ
り
、
か
つ
日

　
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

　
事
業
の
非
対
象
業
種
な
ど
で

　
な
い
こ
と

※
金
融
・
保
険
業
や
娯
楽
業
な

　
ど
、
取
り
扱
い
が
で
き
な
い

　
業
種
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
者
の
積
極
的
な
経
営
　

　
の
安
定
化
を
応
援
し
ま
す
！
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小さいさかなをつくるのがむずかしかったけど、
たのしくつくれました。いろんないろのさかなを
つくれてよかったです。

萬 浪 大 喜 さん

花 瀬 咲 幸 さん萎 羅　花 さん
濱　𦚰　　奏　さ  ん
（中町北小学校 2 年 ）

た い き

さ ゆ きは な
そ う

（ 杉 原 谷 小 学 校 2 年 ）
『遠足楽しいな』 『たのしかった水ぞくかん』

クレパスで色をぬるところを一生懸命頑張りまし
た。白い部分がなくなるようにぬりました。みんな
で力を合わせて描いたのがとても楽しかったです。

▲12分団59部で編成、総勢1,014人で組織されています

▲事業への参加を呼び掛ける藤井会長

平成29年度多可町体育協会総会

スポーツで明るい町づくり14
4

平成29年度多可町消防初出式

地域を守る防人が集う
　「多可町消防初出式」をベルディーホールで開催し
ました。
　式では、辞令交付に続き、新入団員47人（再入団
含む）を代表して植山拓省さん（第11分団仕出原部）
が力強く宣誓しました。また、植山団長が「被災者
は率先して避難者であれ。自分の身の安全を確保し
た後、消防活動にあたってほしい」と訓示を述べる
と、団員たちは気持ちを新たにしていました。

4

　「多可町体育協会総会」がベルディーホールで開
催され、各集落の体育振興委員が出席し、今年度の
事業計画の確認などが行われました。
　藤井会長は、「日ごろの練習の成果などを発揮で
きる場としてイベントを開催していきたい」と、出
席者に協力を呼び掛けました。また、会の中で平成
28年度多可町スポーツ賞の表彰が行われ、受賞者に
表彰状と記念品が贈呈されました。

2

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック
わが家の

アイドル

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

　
煌
　
　
さ
ん（
4
歳
）

心
　
和
さ
ん（
2
歳
）

八
千
代
区
下
野
間

吉
川
啓
蔵
さ
ん
・
麻
希
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ

よ

り

き

ら

　　
9
月
の
14
日
、
予
定
日
よ

り
も
大
幅
に
遅
れ
、
20
時
間

以
上
も
の
難
産
で
4
，1
0

0
ｇ
を
超
え
て
大
き
く
生
ま

れ
た
煌
。
と
て
も
泣
き
虫
で

甘
え
ん
坊
、
好
奇
心
旺
盛
で

お
調
子
者
。
そ
ん
な
や
わ
ら

か
く
も
力
強
い
輝
き
を
秘
め

た
煌
。

　

8
月
の
10
日
、
台
風
の
影

響
で
強
風
大
雨
の
中
、
兄
に

負
け
ず
3
，9
0
0
ｇ
を
超

え
て
生
ま
れ
た
心
和
。
負
け
ず
嫌
い
で
意
地
っ
張
り
。
と

て
も
心
優
し
く
天
真
爛
漫
。
そ
ん
な
ま
あ
る
い
ふ
わ
ふ
わ

し
た
気
持
ち
を
与
え
て
く
れ
る
心
和
。

　

二
人
の
力
で
吉
川
家
は
い
つ
も
あ
っ
た
か
ぽ
か
ぽ
か
。

父
ち
ゃ
ん
、
母
ち
ゃ
ん
、
煌
、
心
和
、
こ
れ
か
ら
も
一
緒

に
歩
ん
で
い
こ
う
。

第31回翠明湖マラソン大会

春風に吹かれ健脚競う
　翠明湖周遊コースで「第31回翠明湖マラソン大会」
を開催しました。
　健康づくりと参加者の交流を通じた地域の活性化
を目的に開催している今大会。町内外から約550人
の一般ランナーが参加し、1・2・5・10㎞の距離を
年代別・性別の16部で競い、まだ少し肌寒い翠明湖
畔を元気に駆け抜けました。東京都と熊本県から参
加されたランナーには、遠来賞として多可町の特産

26
3

品などが贈られました。
　会場では、町内の各種団体や中高生ら約300人の
ボランティアの皆さんが受付や給水係のスタッフと
して活躍したほか、走り終わって疲れたランナーに
豚汁とぜんざいを振る舞うなど、各所で大会をサポ
ートしました。また、タカレンジャーもマラソンに
参加し、たか坊やふう子、スイッピーなどのゆるキ
ャラが会場を練り歩くなど、大会を盛り上げました。
　見事完走したランナーたちは、「絶好のマラソン
日和で景色のいい湖畔を気持ちよく走れた。沿道か
らの声援に力をもらった」と笑顔で話していました。

ぼくと私の作品展

4年生になって初めての習字で「光」と書きました。
5画目のはらいが、あまりみじかくならないよう
に気をつけました。

片 岡 愛 果 さ ん
（八千代小学校 4 年 ）

足 立 卓 也 さ ん
（ 松 井 小 学 校 5 年 ）

海からかいじゅうがあらわれたところの場面です。
くろうしたところは、なみなみ線をほるところで
す。上手に版画ができたのでうれしかったです。

『かいじゅうだいせんそう』

毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

ぼくと私の作品展

ま な かた く や



年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先
　
住
民
課

　
　
　
　
　
☎（
32
）2
3
8
3

学生納付特例申請の手続きはお済
みですか？

平成19年度
20年度
21年度
22年度
23年度
24年度
25年度
26年度
27年度
28年度

15,040円
15,160円
15,250円
15,510円
15,290円
15,140円
15,120円
15,270円
15,590円
16,260円

7,520円
7,570円
7,620円
7,750円
7,650円
7,570円
7,560円
7,630円
7,790円
8,130円

3,760円
3,790円
3,810円
3,870円
3,820円
3,780円
3,780円
3,810円
3,900円
4,060円

11,280円
11,370円
11,430円
11,630円
11,460円
11,350円
11,340円
11,450円
11,690円
12,190円

全額免除 4分の 1免除半額免除4分の 3免除

保険料を追納することができます
　保険料の免除や学生納付特例制度、納付猶予制度の承
認を受けた期間は、保険料を全額納付したときに比べ、
将来受ける年金額が少なくなります。
　10年以内であれば、後からこの期間の保険料を納める
こと（追納）ができます。

免除の承認を受けた年度の保険料を
平成29年度中に追納する場合の額

年
金
の
疑
問　

Q
＆
A

　

学
生
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

を
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
、

今
年
度
も
学
生
納
付
特
例
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
4
月
が
更
新

月
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら「
国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
」（
ハ
ガ
キ
）の
送
付
が
あ
っ
た

人
は
、
ハ
ガ
キ
の
返
送
で
も
更

新
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
3
月
ま
で
学
生
で
学

生
納
付
特
例
制
度
を
利
用
し
、

4
月
か
ら
学
生
で
な
く
な
り
、

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
・
猶

予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

納
付
猶
予
制
度
は
、
50
歳
未

満
で
あ
れ
ば
世
帯
主
の
所
得
は

審
査
対
象
と
は
せ
ず
、
本
人
と

配
偶
者
の
所
得
の
み
で
審
査
さ

れ
ま
す
。

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
住
民
課（
中
央
公

民
館
）・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代

プ
ラ
ザ
で
手
続
き
を
し
ま
し
ょ

う
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が

　

確
認
で
き
る
も
の
）

•
平
成
29
年
度
有
効
の
学
生
証

　

ま
た
は
在
学
証
明
書（
学
生
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
人
の
み
）

•
印
鑑

　　

学
生
時
代
に
学
生
納
付
特
例

を
2
年
間
受
け
、
2
年
間
分
の

保
険
料
を
支
払
わ
な
か
っ
た
場

合
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
未

納
と
違
い
、
受
給
資
格
期
間
に

含
ま
れ
る
ほ
か
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
も
算
入
さ
れ
、
保
障

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
年
金

額
の
計
算
に
は
算
入
さ
れ
な
い

の
で
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け

た
2
年
間
分
の
保
険
料
は
、
老

齢
基
礎
年
金
額
が
生
涯
減
額
さ

れ
ま
す
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
取
れ
る
よ
う
で
き
る

だ
け
早
く
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

　

私
の
息
子
は
海
外
に
住
ん
で

い
ま
す
が
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

昭
和
61
年
4
月
か
ら
、
日
本

国
民
で
あ
れ
ば
外
国
に
居
住
し

て
い
て
も
本
人
の
希
望
で
加
入

（
任
意
加
入
）す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
任
意
加
入
し
保
険
料
を

納
め
れ
ば
、
将
来
受
け
取
る
老

齢
基
礎
年
金
額
に
算
入
さ
れ
る

ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族

基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の

保
障
も
あ
り
ま
す
。
任
意
加
入

さ
れ
な
い
場
合
は
、
も
し
も
の

保
障
や
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
受
給
資

格
期
間
と
し
て
期
間
の
み
算
入

さ
れ
ま
す（
カ
ラ
期
間
）。

　

任
意
加
入
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
日
本
国
内
に
親
族
な
ど

が
住
ん
で
い
る
場
合
、
協
力
者

に
な
っ
て
も
ら
い
、
協
力
者
を

通
じ
て
、
最
後
に
在
住
し
て
い

た
市
区
町
村
の
窓
口
で
行
い
ま

す
。

AA

AA

QQ

QQ

2017. 5月号　広報たか 162017. 5月号　広報たか17

み
ん
な
に

は
な

ま
　
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
委
嘱

法
務
大
臣
感
謝
状

平
成
28
年
度

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

▲スポーツ賞受賞者の皆さん（代理、欠席含む）

　　　近
藤
　
寛
隆
さ
ん（
柳
山
寺
）

　
　　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
平

成
23
年
4
月
1
日
か
ら
6
年
間

に
わ
た
り
、
人
権
相
談
な
ど
積

極
的
な
活
動
を
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

赤
松
　
康
弘
さ
ん（
下
野
間
）

　

近
藤
寛
隆
さ
ん
の
退
任
に
伴

い
、
新
し
く
赤
松
康
弘
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
平
成
32
年
3

月
31
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

溝
垣
　
和
子
さ
ん（
棚
釜
）

 

4
月
1
日
か
ら
、
棚
釜
・
岩

座
神
集
落
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

◉
優
秀
賞

池
田
　
楓
さ
ん（
市
原
）

井
上
　
叶
実
さ
ん（
三
谷
）

遠
藤
　
胡
如
さ
ん（
寺
内
）

　
池
　
愛
子
さ
ん（
熊
野
部
）

見
坂
　
未
優
さ
ん（
西
山
）

古
家
　
朋
佳
さ
ん（
鳥
羽
）

笹
倉
　
日
向
さ
ん（
的
場
）

竹
本
ひ
な
た
さ
ん（
豊
部
）

竹
本
ひ
よ
り
さ
ん（
豊
部
）

寺
尾
　
祐
衣
さ
ん（
豊
部
）

畑
中
　
萌
さ
ん（
丹
治
）

花
瀬
　
美
優
さ
ん（
西
山
）

藤
本
　
真
子
さ
ん（
的
場
）

東
　
弥
優
さ
ん（
寺
内
）

藤
田
　
有
沙
さ
ん（
豊
部
）

町
口
　
加
笑
さ
ん（
箸
荷
）

山
口
　
萌
花
さ
ん（
熊
野
部
）

山
本
　
和
奏
さ
ん（
熊
野
部
）

【
功　

績
】

•
平
成
28
年
度
第
60
回
兵
庫
県

　

中
学
校
総
合
体
育
大
会　

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

優
勝

　
（
加
美
中
学
校
）

足
立
　
美
翔
さ
ん（
熊
野
部
）

【
功　

績
】

•
第
13
回
全
国
小
学
生
学
年
別

　

柔
道
大
会

 

5
年
生
女
子
40
㎏
級
第
2
位

　
（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

足
立
　
光
さ
ん（
熊
野
部
）

【
功　

績
】

•
平
成
28
年
度
全
国
中
学
校
体

　

育
大
会　

第
47
回
全
国
中
学

　

校
柔
道
大
会　

女
子
の
部　

　

個
人
戦
48
㎏
級　

第
5
位

　
（
小
野
中
学
校
柔
道
部
）

門
脇
　
真
衣
さ
ん（
中
野
間
）

【
功　

績
】

•
第
21
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス

　
（
U
‐
15
）サ
ッ
カ
ー
選
手
権

　

大
会　

優
勝

　
（
J
F
A
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島
）

白
川
　
仁
也
さ
ん

　
　
　
　
　
（
中
区
坂
本
）

【
功　

績
】

•
第
3
回
全
日
本
ユ
ー
ス（
U
‐

　

18
）フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
第
4
位

　
（
作
陽
高
等
学
校
）

安
平
　
泉
さ
ん（
岸
上
）

【
功　

績
】

•
第
１
回
ア
ジ
ア
大
学
女
子
ソ

　

フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
2

 

0
1
6　

第
3
位

　
（
関
西
大
学
）



介護保険料の特別徴収『平準化』を　
行います

　

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）は
、
年
度
の

前
半（
4
・
6
・
8
月
）の
納
付

を「
仮
徴
収
」、
後
半（
10
・
12

月
・
翌
年
2
月
）の
納
付
を「
本

徴
収
」と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
前
年
の
所
得
の
変
動

な
ど
で
、
仮
徴
収
と
本
徴
収
の

保
険
料
額
の
差
が
大
き
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ま
ま
仮
徴
収
を

行
う
と
、
一
年
間
の
保
険
料
額

が
年
度
の
前
半（
仮
徴
収
）と
後

半（
本
徴
収
）で
偏
っ
た
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
い
、
一
回
に
納
め

て
い
た
だ
く
保
険
料
額
に
大
き

な
差
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
一
年
を
通
じ
て
一

回
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料

が
よ
り
均
等
に
な
る
よ
う
に
、

特
別
徴
収
の
納
付
額
の
調
整（
平

準
化
）を
行
い
ま
す
。

　

平
準
化
の
対
象
者
に
は
、
5

月
中
旬
に「
平
成
29
年
度
介
護
保

険
料
特
別
徴
収
額（
仮
徴
収
）変

更
通
知
書
」を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
徴
収
額
は
、
7
月

中
旬
に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◉
仮
徴
収
と
は
？

　

介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所

得
な
ど
に
応
じ
て
決
ま
り
ま
す

が
、
年
度
の
前
半（
4
・
6
・
8

月
）は
、
前
年
度
2
月
の
天
引
き

額
と
同
額
を
仮
に
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◉
本
徴
収
と
は
？

　

介
護
保
険
料
が
決
定
し
、
仮

徴
収
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
額

を
差
し
引
い
た
残
り
の
額
を
年

度
の
後
半（
10
・
12
月
・
翌
年
2

月
）で
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◉
平
準
化
と
は
？

　

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ

れ
る
と
き
に
、
年
度
の
前
半
と

後
半
で
保
険
料
額
に
大
き
な
差

が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
、
年
度
の
前
半
の
保

険
料
額
が
前
年
度
2
月
期
と
同

額
を
天
引
き
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
こ
で
、
一
年
間
を
通
じ
て

保
険
料
額
が
で
き
る
だ
け
均
等

に
な
る
よ
う
に
、
6
月
お
よ
び

8
月
の
徴
収
額
を
変
更
し
ま
す
。

　

保
険
料
段
階
に
変
更
が
な
け

れ
ば
、
10
月
以
降
に
天
引
き
さ

れ
る
保
険
料
額
の
差
が
緩
和
さ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
を『
平
準
化
』と
い
い
ま

す
。

ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

多可赤十字病院からのお知らせ

赤十字の講習
受講者募集のお知らせ

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

　

赤
十
字
で
は
、「
苦
し
ん
で
い

る
人
を
救
い
た
い
と
い
う
思
い

を
結
集
し
、
い
か
な
る
状
況
下

で
も
、
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
、

尊
厳
を
守
る
」と
い
う
赤
十
字
使

命
に
基
づ
き
、「
救
急
法
」「
水
上

安
全
法
」「
雪
上
安
全
法
」「
幼
児

安
全
法
」お
よ
び「
健
康
生
活
支

援
講
習
」の
5
種
類
の
講
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
当
院
で
は「
救
急

法
」「
幼
児
安
全
法
」「
健
康
生
活

支
援
講
習
」を
開
催
し
て
お
り
、

検
定
に
合
格
さ
れ
る
と
、
各
講

習
の
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、「
幼
児
安
全
法
」「
健
康

生
活
支
援
講
習
」の
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
講
習（
2
時
間
程

度
）や
出
前
講
習
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

医
療
社
会
事
業
課　
　
　
　

　

☎（
32
）3
8
1
0

◉
赤
十
字
幼
児
安
全
法

　
　
　
　
　
支
援
員
養
成
講
習

　

幼
児
を
中
心
に
起
こ
り
や
す

い
事
故
の
予
防
と
正
し
い
手
当

て
の
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と
　
き　

 

6
月
18
日（
日
）・
25
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象
者　

　

満
15
歳
以
上
で
、
全
日
程
を

通
じ
て
参
加
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

教
材
費　

1
，8
0
0
円

申
込
期
限　

5
月
18
日（
木
）

◉
赤
十
字
健
康
生
活
支
援

　
　
　
　
　
支
援
員
養
成
講
習

　

高
齢
者
の
介
護
方
法
や
高
齢

者
支
援
な
ど
を
学
び
ま
す
。

と
　
き　

①
7
月
2
日（
日
）　

　

②
9
日（
日
）

　

①
午
前
9
時
50
分
〜
午
後
5
時
10
分

　

②
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

対
象
者　

　

満
15
歳
以
上
で
、
全
日
程
を

通
じ
て
参
加
で
き
る
人

受
講
料　

無
料

教
材
費　

9
0
0
円

申
込
期
限　

6
月
2
日（
金
）

　

　

も
う
何
年
も
前
に
な
る
で
し

ょ
う
か
。
あ
る
大
学
教
授
が
月

刊
教
育
誌
の
中
の
ミ
ニ
コ
ラ
ム

に「
窓
外
を
見
よ
」と
い
う
話
で

執
筆
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
ち
ょ

っ
と
疲
れ
た
と
き
や
何
気
な
く

窓
の
外
を
見
た
と
き
な
ど
に
、

何
か
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

普
段
目
に
し
て
い
る
当
た
り
前

の
風
景
も
新
た
な
発
見
や
新
た

　
な
気
付
き
を
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ち
ょ
っ
と
視
点
を
変
え

て
当
た
り
前
の
日
常
を
見
る
こ

と
が
時
に
は
新
鮮
に
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
」と
い
っ
た
内
容

で
し
た
。

　

隣
保
館（
人
権
啓
発
推
進
室
）

の
窓
越
し
に
は
、
道
の
駅「
山
田

錦
発
祥
の
ま
ち
・
多
可
」、「
お

む
す
び
キ
ッ
チ
ン　

夢
蔵
」、
そ

し
て
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
憩

い
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。
昼
時

の
駐
車
場
に
は
、
県
内
の
車
は

も
ち
ろ
ん
、
他
府
県
ナ
ン
バ
ー

の
車
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
多

く
の
車
が
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い

て
も
障
が
い
者
用
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
は
確
保
さ
れ
た
状
態
で
、

整
然
と
駐
車
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
色
ん
な
人
が
利
用
す
る

公
衆
ト
イ
レ
は
、
い
つ
も
清
潔

感
に
あ
ふ
れ
、
管
理
し
て
い
る

人
の
温
か
い
心
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
ト
イ
レ
の
壁
に
あ
る
貼
り

紙
に
は
、「
私
た
ち
は
い
つ
も
ト

イ
レ
を
気
持
ち
良
く
使
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
、
清
潔
を

保
と
う
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
一
生

懸
命
掃
除
し
て
い
ま
す
。
も
し
、

ト
イ
レ
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
か
れ
ま
し
た
ら
一
言
ス

タ
ッ
フ
に
お
声
が
け
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
私
た
ち
は
１

分
た
り
と
も
こ
の
ト
イ
レ
が
綺

麗
で
な
い
ま
ま
で
あ
る
の
は
と

て
も
悲
し
い
事
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
お
客
様
の
サ
ポ
ー
ト
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。　

ま
ち
の

駅
・
た
か　

ス
タ
ッ
フ
一
同
」と

あ
り
ま
す
。
こ
の
何
気
な
い
ち

ょ
っ
と
し
た
心
遣
い
の
町
、
多

可
町
の
心
が
多
く
の
人
の
心
に

響
い
て
い
け
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。
人
権
は
、
相
手
の
気
持
ち

に
寄
り
添
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
私
も
あ
な
た
も

み
ん
な
が
幸
せ
に
過
ご
せ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
29
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

て
１
ヵ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
新

し
い
職
場
や
学
校
で
、
新
し
い

部
署
で
、
新
し
い
仲
間
と
共
に

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
慌
た
だ
し
い
4

月
を
終
え
、
風
薫
る
さ
わ
や
か

な
季
節
に
誘

わ
れ
て
、
あ

な
た
も
ち
ょ

っ
と
窓
の
外

を
見
て
み
ま

せ
ん
か
。

窓
外
を
見
よ

●
問
合
先

　
税
務
課

　
☎（
32
）2
3
8
6

知
り
た
い
税

確定した年間保険料から、仮
徴収で納めた額を差し引き、
残った額を 3回に分けて納付

前年の所得が確定していない
ため、仮に算定された保険料
を納付

本徴収

10月 　  　12月　 　 翌年 2月

仮徴収

4 月 　　　6月　 　　8月

平
準
化
を
し
な
い
と…

2 月 12月 10月 8 月 6 月 4 月         2 月

本徴収

同額

仮徴収

平
準
化
を
す
る
と…

平準化のイメージ
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2 月 12月 10月 8 月 6 月 4 月         2 月

本徴収

同額

仮徴収



今月おすすめの 1冊 　テーマ『五月の爽やかな風の中で』

【お知らせ】

『インスタント・ジャーニー』
田丸雅智／著　実業之日本社

『やめるときも、すこやかなるときも』
窪　美澄／著　集英社

ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/kosodate/

年度別おやこ活動のご案内

　同じ年度生まれの親子で、いろいろな活動を通して、交流を深めまし
　ょう。いつからでも、誰でも、気軽に参加できます。

　
　　　　　　　　H26年度生まれ…木曜日
　　　　　　　　H27年度生まれ…火曜日
　　　　　　　　H28年度生まれ…水曜日

※都合により、曜日変更がある場合があります。
　　　　　　 センターのたよりでご確認ください。

就学前乳幼児（ 0～ 5歳児）のおられる家庭の子育て支援を行っています。

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
  みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

図書館通信

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより
問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

　

　家具職人の壱晴は、毎年12月の数
日間、声が出なくなる症状に悩まさ
れていましたが、原因は周囲には隠
していました。壱晴と仕事を通して

知り合った桜子は、壱晴に惹かれて
いきます。困窮する実家を経済的に
支えてきた彼女は、恋愛とはあまり
縁がない生活を送ってきました。お

互いのことをよく知らないまま付き合い始めた 2 人でしたが…。
それぞれの抱える事情を思いながら、共に生きていくということ
を考えさせられる物語です。

　

　たった 5分で世界一周！
　パリに東京、ペルーにインド洋
…。蝶に魚に、砂漠にマトリョー
シカ…。読めば旅に出たくなるシ
ョートショートが18編ちりばめら
れています。きっとあなたを不思
議な世界にいざなってくれること
でしょう。

◉おはなし会
　と　き　 5月13日（土）・27日（土）
　　　　　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋
※ 5月13日（土）は、特別おはなし会を行います。

◉図書館まつり
　と　き　 6月 3日（土）
　ところ　多可町図書館
　内　容　本のリサイクル広場、児童おはなし会、特産
　　　　　品販売など

•本のリサイクル広場
　図書館まつりでは、本のリサイクル広場を予定してい
ます。「もう読まないけれど、捨てるのはもったいない」
という本があれば、図書館へお持ちください。
受付期間　5月14日（日）～28日（日）
※保管場所の都合上、ご協力をお願いします。

問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

発売前

演劇「ぼくはだれ」
8 月 6 日（日）
　開演：午後 6時～
◆チケット料金【全席自由】
一 般3,500円　高校生以下1,000円（当日500円増）　
◆出　演　いしだ壱成、渡辺裕之ほか

◆チケット発売日　5 月20日（土）　　　

発売前

アルゼンチンタンゴ
　多可高校鑑賞事業。一般の人もご覧いただけます。

7 月12日（水）
　開演：午後 2時～
◆チケット料金【全席指定】
一 般1,500円（当日500円増）　
◆出　演　ラストタンゴ
◆チケット発売日　5 月 6 日（土）

発売中

The座・村芝居
　集落の村芝居と現代演劇とが交流し、一つの演劇を作り出す。

5 月14日（日）
　開演：午後 2時～
◆チケット料金【全席自由】
一 般1,500円　
　高校生以下1,000円（当日500円増）　
◆出　演　中村町一座、曽我井村づくり協議会、劇団城山、
　　　　　演劇セミナー生

いちはる

平成29年度子ども教室（予定）
と　き 内　容

9 月 9 日（土）
午前 9時～11時30分

6 月10日（土）
午前 9時～11時30分

「恐竜のジオラマを作ろう」
ところ：八千代プラザ

「チョコアイスのストラップ」
ところ：八千代プラザ

日 時　間 内　容 参加費など

ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
5月の体験イベント

（すべて要予約）

問那珂ふれあい館
☎（32）0685
　FAX（30）2730

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

草木染め
～よもぎを使って染めてみよう！～
講師：伊藤久代さん

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

素焼きのキャンドルカバー作り
～オリジナルキャンドルカバーを作ろう！～

素焼きのはにわ作り①
～オリジナルはにわを作ろう！～

素焼きのお地蔵さん作り①
～オリジナル地蔵を作ろう！～

13:30～

BIGな勾玉作り
～マジカルパワーアップ！～

デコまがキーホルダー作り
～ビーズで飾るキラキラ勾玉♪～

伝統の和菓子作り
～手作り粽（ちまき）で端午の節句のお祝いを～

播州織のハギレでコースター作り
～オリジナル手織りコースター♪～

ぞうり作り
～伝統技術と播州織（糸）のコラボ♪～

古代の大刀（たち）作り
～古墳時代の大刀を再現しよう！～

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

9:30～

9:30～

13:30～

参加費：150~200円

参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

13:30～ 参加費：150~200円

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

13:30～

勾玉作り
～古代のアクセサリー♪～

仏像が輝く！
～切り絵で作るランプシェード♪～

勾玉と鹿角のマジカルパワーキーホルダー作り
～磨いて作る鹿角アクセサリー♪～

オリジナルバスケット作り
～伝統技術とクラフトテープのコラボ！～

春のハイキング！
～絶景！山城に登ろう～

和紙のランプシェード作り
～多可の伝統工芸　杉原紙～

勾玉ブレスレット作り
～腕に輝く古代のアクセサリー♪～

13:30～

参加費：300円

参加費：300円

参加費：150円

参加費：150円

参加費：無料

参加費：400円

参加費：300円
②ﾛｰｿｸづくりは 6 月 4 日(日)

参加費：300円
②色つけは 6月10日(土)

参加費：300円
②色つけは 6月10日(土)

勾玉キーホルダー作り
～太古のパワーストーンアクセサリー♪～

9:30～

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～

カラフル勾玉作り
～ 6色から選んで染めよう！～

9:00～

13:30～

13:30～

13:00～

9:30～

13:30～

9:30～

13:30～

10:00集合

10:00集合

9:30～

13:30～

9:30～

13:30～

9:30～

9:30～

9:30～

9:30～

1
日
（月）

 2
日
（火）

5
日

（金・祝）

4
日

（木・祝）

3
日

（水・祝）

20
日
（土）

28
日
（日）

27
日
（土）

14
日
（日）

13
日
（土）

7
日
（日）

6
日
（土）

参加費：600円

参加費：500円

参加費：500円
持ち物：エプロン・三角巾

参加費：150円
材料費：600円～

参加費：400円

参加費：400円

参加費：100円
持ち物：お弁当、水筒（雨天中止）
小学 6年生以下保護者同伴

参加費：500円

参加費：300円
小学 5年生以下保護者同伴

参加費：150~200円

参加費：150~200円

参加費：300円

参加費：350円

参加費：150円
材料費：500円～

加藤登紀子日本酒の日コンサートプレイベント
登紀子の田んぼで「山田錦」の田植え

と　き　 6月11日（日）　午前 9時受付　※小雨決行　
ところ　中区坂本公民館集合　　参加費　無料
服　装　田植えをしやすい服装
◉山田錦うどんを参加者全員に振る舞います。

～山田錦発祥のまち・多可町～　日本酒の川柳

応募規定　「日本酒」という言葉は使わなくてもよいが、日本
　　　　　酒を想起させる内容であり、自作未発表の作品
応募方法　１人 2句以内でハガキのみ応募可
　　　　　※ＦＡＸ・メールでの応募不可
応募期限　 6月30日（金）当日消印有効
賞　特選ほか「日本酒の日」10月１日にちなんだ101点
◉川柳作家大西泰世さんによる川柳指導会～川柳を楽しもう～を 5月
　28日（日）午後 2時～ベルディーホールで行います。※参加費無料

募 集 中

日
れ
し

知
い
支
縁

さくらこ

子ども教室
『緑の中で風と遊ぼう
　～ストロートンボとリンググライダーを作って遊ぼう～』

と　き　 5月13日（土）　午前 9時～11時30分
ところ　エーデルささゆり芝生広場
　　　　（雨天時：八千代プラザ大ホール）
対象者　幼児・小学生（幼児は保護者同伴）
参加費　30円
持ち物　タオル、水筒
※詳細は、別配布のチラシをご覧ください。

今年も子ども教室でたくさん遊ぼう！

BOOK GUIDE EVENT GUIDE
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募
　
集

募
　
集

多可消防署発 ●問合先
　多可消防署☎（32）0119

　火災による被害を小さくするには、消防隊が到
着するまでの間が非常に重要です。初期の段階で
消火できれば、火災が大きくなることを防ぐこと
ができます。
　そこで、今回は初期消火に関する知識を紹介し
ます。

＜初期消火のポイント＞
•大声で周囲に助けを求めると同時に、119番に
　通報しましょう。
•炎が天井または、自分の身長以上に達するまで
　が初期消火ができる目安です。消火困難なとき
　は無理をせず避難しましょう。
•天ぷら油などから出火した油火災
　には、水での消火はせず、消火器
　や濡れタオルで覆うなどして消火
　しましょう。
•「ゆっくり・慌てず・落ち着いて」
　を心掛けましょう。

　 4 月になり、入学・入社・転勤などにより、就
学・就労環境が変わったときは、いざというとき
すぐ使えるよう消火器など消防用設備などの設置
位置の確認をしましょう。
　また、火災を初期の段階で発見し、火災の犠牲
者にならないために、
ご家庭では住宅用火
災警報器を設置しま
しょう。

初期消火の知識

催
　
し

消防通信 vol.132

　

多
可
町
生
ま
れ
の
地
場
産
品

で
あ
る
こ
と
を
認
証
す
る
多
可

町
認
証
商
品
。
こ
れ
ま
で
1
3

4
点
が
認
証
さ
れ
て
お
り
、
道

の
駅
な
ど
特
産
品
を
販
売
し
て

い
る
店
頭
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
シ
ー
ル
が
貼
ら

れ
た
商
品
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

認
証
商
品
の
申
請
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
自

慢
の
特
産
品
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先
　

　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
多
可
町
特
産
品
認
証
商

品
募
集

　
「
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

2
0
1
7
」の
庭
巡
り
を
し
ま
せ

ん
か
。
花
作
り
が
好
き
な
人
な

ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
　
き
　
5
月
19
日（
金
）

　

24
日（
水
）・
25
日（
木
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ご
ろ

コ
ー
ス　
未
定

集
合
場
所
　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

参
加
費　

2
，0
0
0
円（
昼
食
付
）

定
　
員
　
各
25
人

申
込
開
始
日　

5
月
8
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜
電
話
受
付
の
み

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先
　

　

観
光
交
流
協
会（
地
域
振
興
課

　

内
）

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
ツ
ア
ー

今月の税・保険料の納付
　　　　　○固定資産税　第 1期
　　　　　○軽自動車税

※納付書にて 5 月31日（水）までに納めてください（コ
　ンビニエンスストア・クレジットカードもOKです）。
　口座振替申込みがお済みの人は、5 月31日（水）に申
　込口座から振替をします。口座振替を希望する人は、
　金融機関でお申し込みください。

◉
多
可
町
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座（
基
礎
課
程
）

　
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
入
門

課
程
）程
度
の
手
話
が
で
き
る
人

を
対
象
に
、
基
礎
課
程
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

と
　
き 

5
月
18
日
〜

　

毎
週
木
曜
日
（
全
22
回
）

　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

と
こ
ろ
　

　

ア
ス
パ
ル
2
階　

研
修
室

申
込
期
限　

5
月
12
日（
金
）

申
込
・
問
合
先　

福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
2
0

◉
食
と
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座

　

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
料
理
っ
て

ど
ん
な
の
？
な
ど
、
素
朴
な
疑

問
に
専
門
家
が
お
答
え
し
ま
す
。

食
と
健
康
を
学
ん
で
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　
（
全
12
回
）

 
7
月
〜
平
成
30
年
1
月

と
こ
ろ
・
開
催
曜
日
　

①
社
会
場
…
社
総
合
庁
舎

　

原
則
金
曜
日

②
三
木
会
場
…
三
木
市
総
合
保

　

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

原
則
水
曜
日

対
象
者　

　

食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
に

関
心
の
あ
る
人（
男
性
も
歓
迎
）

内
　
容

　

栄
養
の
基
礎
知
識
、
野
菜
た

っ
ぷ
り
ラ
ン
チ
の
実
習
、
暮
ら

し
の
中
の
衛
生
管
理
、
食
の
安

全
安
心（
工
場
見
学
）

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
調
理
実
習
費

　

な
ど
は
実
費
負
担

定
　
員
　
両
会
場
と
も
30
人
程
度

問
合
先　

加
東
健
康
福
祉
事
務

　

所
健
康
管
理
課

　

☎（
42
）9
3
6
5

◉
カ
ブ
キ
ッ
ズ
た
か
教
室

　
生
募
集

　　　

カ
ブ
キ
ッ
ズ
た
か
は
、
多
可

町
の
誇
る
伝
統
芸
能「
播
州
歌
舞

伎
」が
学
べ
る
教
室
で
す
。
歌
舞

伎
ク
ラ
ブ
の
お
姉
さ
ん
か
ら
礼

儀
や
作
法
を
教
わ
り
、
舞
台
で

発
表
し
ま
す
。
昨
年
か
ら
習
い

始
め
た
子
も
立
派
に
初
舞
台
を

踏
み
、
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
一
緒
に
歌
舞
伎
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

練
習
日
　
金
曜
日

　

午
後
6
〜
7
時
30
分

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者　

町
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

配
布
チ
ラ
シ
で
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

◉
囲
碁
教
室
　
教
室
生
募
集

　

囲
碁
教
室
は
、
町
内
の
小
学

生
に
囲
碁
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

教
室
で
す
。
囲
碁
を
打
っ
た
こ

と
が
な
い
人
も
、
も
っ
と
強
く

な
り
た
い
人
も
、
基
礎
か
ら
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。
四
千

年
の
歴
史
を
持
つ
と
言
わ
れ
る

陣
取
り
ゲ
ー
ム
に
、
皆
さ
ん
も

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

練
習
日
　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
（
6
月
〜
平
成
30
年
3
月
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

対
象
者　

町
内
の
小
学
生

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

配
布
チ
ラ
シ
で
の
申
し
込
み
、

ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

◉
平
成
29
年
度
県
技
能
功

　
労
賞
・
県
青
年
優
秀
技

　
能
者
表
彰
の
募
集

　

県
で
は
、
現
在
技
能
顕
功
賞

と
青
年
優
秀
技
能
者
表
彰
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

•
兵
庫
県
技
能
功
労
賞

　

極
め
て
優
れ
た
技
能（
技
能
検

定
１
級
相
当
）を
有
し
、
経
験
年

数
15
年
以
上
、
か
つ
満
35
歳
以

上
で
、
現
に
そ
の
技
能
を
要
す

る
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

就
業
を
通
じ
て
労
働
者
の
福
祉

の
増
進
お
よ
び
産
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
て
い
る
人
。

•
兵
庫
県
青
年
優
秀
技
能
者
表
彰

　

極
め
て
優
れ
た
技
能（
技
能
検

定
１
級
相
当
）を
有
し
、
経
験
年

数
7
年
以
上
、
か
つ
満
35
歳
未

満
で
、
現
に
そ
の
技
能
を
要
す

る
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

生
産
性
や
安
全
性
の
向
上
な
ど

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
人
。
優
れ

た
技
能
を
も
っ
て
、
将
来
に
わ

た
っ
て
当
該
職
業
に
従
事
し
、

技
能
後
継
者
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
人
。　

申
請
期
限 

5
月
15
日（
月
）

問
合
先　

　

地
域
振
興
課
商
工
連
携
室

　

☎（
32
）4
7
7
9

たかテレビ番組表
　加入については、たかテレビ局までお問い合わせ
ください。
　番組表の確認・照会は、文字放送または携帯ＱＲコ
　　　　　　　　ードでご覧ください。
　　　　　　　　　番組更新は、月・火・木・土曜
　　　　　　　　日の午後5時です。
　　　　　　　　問合先
　　　　　　　　  　たかテレビ局　☎（35）1001

▶
特
産
品
認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク

お
知
ら
せ

相
　
談

くらしの情報館

募
　
集

催
　
し

2017. 5月号　広報たか 222017. 5月号　広報たか23



生活困窮相談
（暮らしと仕事の相談）

心身障がい者相談・知的障がい者相談 西脇多可休日急患センター
当直勤務

北播磨小児救急医療電話
　　　　　　　　　　　　　相談センター

募
　
集

問福祉課　☎（32）5120
問ひょうご暮らしと
　仕事のよりそい支援センター
　☎079（224）2188

問福祉課　☎（32）5120

と　き　 5月 1日（月）　13：30～16：00
ところ　アスパル　
相談員　藤村正幸・藤本　進・吉崎敏郎

と　き　 6月 1日（木）　13：30～16：00
ところ　アスパル
相談員　門脇昌弘・遠藤すみ子・吉崎敏郎

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
5 月10日（水）
10：00～正午
5月18日（木）
10：00～正午
5月30日（火）
10：00～正午

ところ

加美プラザ

八千代プラザ

中央公民館
（中仮庁舎）

行政相談委員

大山昌子

門脇教蔵

大山昌子

問総務課
　☎（32）2382行政相談

と　き
5 月 2 日（火）
10：00～正午
6月 1日（木）
10：00～正午
5月 9日（火）
10：00～正午
5月16日（火）
10：00～正午

ところ

アスパル

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

民生委員
篠原孝雄
桑村安佳美
丸岡重夫
長谷川明廣
畑中佳子
溝垣和子
長岡正和
小林洋介

心配ごと相談

※できるだけ相談日の 1週間前までに事前予約をお願いします。
※相談時間は原則 1 人 1 時間以内です。

国の仕事などについての苦情や要望を
聞き、行政運営に反映させます。

問消費生活
センター
☎（32）3322

消費生活・
多重債務相談

問近畿税理士会
西脇支部
☎（32）1477

税の
無料相談

生活に困窮している人、ひ
きこもりで悩んでいる人、
相談できる人がいなくて困
っている人など、どなたで
もご相談ください。
※要事前予約

と　き　 5月 9日（火）
　　　　13：00～
ところ　アスパル

近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。※事前予約可
と　き　5月11日（木）
　　　　13：00～16：00(15:30受付終了)
ところ　中央公民館（中仮庁舎）
　　　　加美プラザ・八千代プラザ

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
『児童・生徒の悩みや子どもの教育
に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療電
話相談でも、相談を受
け付けています。
　☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電
話は☎078（731）8899

【障がい者相談支援センター】
　☎（32）5180　FAX(32)1937
と　き　 9：00～ 17：00  ところ　アスパル
相談員　医療福祉センターのぎく相談員

【専門相談員による相談】　※予約優先
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　中央公民館（中仮庁舎）
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも
相談できます。

※関係書類をお持ちください。
※相談員不在時は職員が伺い、相談員につ
なぎます。

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。
•必ず健康保険証をお持ちください。

※西脇市多可郡医師会の先生が交代で、入院を
　必要としない内科系の軽症患者の診察を行い
　ます。

担当の先生

上田　正生 先生

木原　章雄 先生

三宅　 岳　先生

近藤　行男 先生

と　き

5 月 7 日（日）

5月14日（日）

5月21日（日）

5月28日（日）  

と　き

5 月10日（水）
10：00～15：00

5 月10日（水）
10：00～15：00
5 月10日（水）
10：00～15：00

ところ

アスパル

加美プラザ

八千代プラザ

人権擁護委員
安平富彦
伊藤久代
松浦久代
大江　保
棚倉初枝
安藤和志
赤松康弘

問福祉課
　☎（32）5120

問福祉課
　☎（32）5120人権相談

人権に関わる相談に応じます。

母子保健事業と健康づくり事業
ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

すくすく 2か月児教室

4か月児健診

1歳 6か月健診

2歳児育児教室

もぐもぐ離乳食教室

のびのび子育て相談

健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

栄養相談（病態別）

こころの相談

こころのケア相談

HIV抗体（エイズ）・肝炎ウイルス検査・相談

専門栄養相談

月　日

5 月12日（金）

5月29日（月）

6月 9日（金）

5月24日（水）

5月16日（火）

5月16日（火）

5月11日（木）

6月 8日（木）

5月25日（木）

月　日

5 月 9 日（火）

5月19日（金）

5月10日（水）

5月18日（木）

5月18日（木）

5月12日（金）

時　間

15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：30～10：00受付

13：00～13：20受付

13：15～14：00受付

9：30～10：00受付

9：45～10：00受付

9：30～11：10受付

時　間

9：30～11：30

9：00～16：00

9：30～15：30

13：00～

13：30～14：10受付

13：30～15：00

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所

アスパル

アスパル

八千代プラザ

加東健康福祉事務所

対　象
持ち物：妊娠届出書・印鑑・個人番号が
　　　　わかる書類（個人番号カード、
　　　　番号通知カードなど）
※個人番号カード以外の場合、別途本人
　確認書類（運転免許証など）が必要です。
※妊婦健康診査費助成の手続きも行いま
　す（町内に住所を有する妊婦）。

Ｈ29 年 3 月 1 日～ 31 日生まれ

Ｈ29年 1 月 1 日~31日生まれ

Ｈ27年 9 月 1 日~10月31日生まれ

Ｈ27年 2 月 1 日~ 3 月31日生まれ

Ｈ28年12月 1 日~Ｈ29年 1 月31日生まれ（事前申込）

事前申込

備　考

栄養相談は要予約

1週間前までに要予約

要予約

要予約（健康管理課☎42-9436）

要予約（健康管理課☎42-9365）
難病や要介護者などに対する食
生活相談、加工食品の栄養表示
基準制度などに関する相談

問健康課　☎（32）5151

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

◉
妊
婦
健
康
診
査
費
の
助

　
成
拡
大

　　

町
で
は
、
妊
娠
期
間
中
を
健

や
か
に
過
ご
し
、
出
産
を
迎
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
妊
婦
健

康
診
査
の
公
費
助
成
を
14
回
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
4
月
１
日
か
ら

助
成
上
限
額
を
10
万
円
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
済
み
で
4
月
１
日
以

降
も
妊
娠
中
の
人
に
は
、
追
加

助
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。　

対
象
者
　

町
内
在
住
の
妊
婦
さ
ん

問
合
先　

健
康
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

　

お
知
ら
せ

と
　
き
　
6
月
25
日（
日
）

　

午
後
1
〜
4
時（
予
定
）

と
こ
ろ
　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

対
象
者

 

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

多
可
町
文
化
連
盟
会
員

種
　
目
　

　

合
唱
、
独
唱
、
ピ
ア
ノ
、
吹

奏
楽
、
大
正
琴
、
弦
楽
器
な
ど

参
加
費　

2
，0
0
0
円（
１
グ
ル
ー
プ
）

申
込
方
法　
 

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
お
よ
び

加
美
プ
ラ
ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ

に
あ
る
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

5
月
14
日（
日
）

申
込
・
問
合
先
　

　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

☎（
32
）1
3
0
0

◉
第
12
回
多
可
町
音
楽
祭

参
加
者
募
集

◉
国
家
公
務
員
採
用
一
般

職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

試
験
区
分　

事
務
･
技
術
･
農
業
･
農
業

土
木
･
林
業

受
験
資
格
　

①
4
月
１
日
に
お
い
て
、
高
等

　

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校

　

を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら

　

起
算
し
て
2
年
を
経
過
し
て

　

い
な
い
者
お
よ
び
平
成
30
年

　

3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た

　

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す

　

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に

　

準
ず
る
と
認
め
る
者

申
込
期
間　

•
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

　

6
月
19
日（
月
）〜
28
日（
水
）

•
郵
送
・
持
参

　

6
月
19
日（
月
）〜
21
日（
水
）

試
験
日
　
9
月
3
日（
日
）

問
合
先　

人
事
院
近
畿
事
務
局

　

☎
0
6（
4
7
9
6
）2
1
9
1

お
知
ら
せ

相
　
談

くらしの情報館

募
　
集

催
　
し

2017. 5月号　広報たか 242017. 5月号　広報たか25



ダ

ウン
ロー
ドして

ね！

簡単！便利！　広報たかをスマホで読もう！
スマホ用無料アプリ「マチイロ」をダウンロードすることで、い
つでもどこでも広報紙を読むことができます。

◉簡単３ステップ！
１．Google playやApp Storeで「マチイロ」を
　　検索し、ダウンロード。
２．アプリの初回起動時に個人設定を入力。
３．地域設定で「多可町」を選択。

お
知
ら
せ

相
　
談

くらしの情報館

募
　
集

催
　
し

2017. 5月号　広報たか 262017. 5月号　広報たか27

広
　
告

多可郡多可町中区糀屋90株式会社

ソーイング竹内

　  　　•縫製が好き、ミシンに興味ある方は大歓迎♪
　  　　•お気軽にお電話下さい。詳細ご説明致します。
　未経験OK♪ものを作ったり手先を動かすのが好き、
　手に職を付けたい、前向きに取り組む姿勢があれば大丈夫です！
　丁寧に指導させていただきますので、ご安心下さい。

☎0795（32）0018

スタッフ募集!!スタッフ募集!!

工場内での縫製
（ミシンを使ったもの作り）

工場内での縫製
（ミシンを使ったもの作り）

工業統計キャラクター
コウちゃん

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

◉
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談
所
開

設
の
ご
案
内

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　　
兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
で

は
、「
遠
方
で
相
談
に
行
け
な

い
」と
い
う
相
談
者
や
支
援
機
関

の
皆
さ
ん
の
要
望
に
お
応
え
し
、

北
播
磨
、
西
播
磨
、
中
播
磨
、

丹
波
、
但
馬
、
淡
路
地
域
に
お

い
て
無
料
の
現
地
相
談
窓
口（
サ

テ
ラ
イ
ト
相
談
所
）を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　
解
決
が
困
難
な
経
営
課
題
を

支
援
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
第
3
木
曜
日

　
5
月
18
日
・
6
月
15
日

　
7
月
20
日
・
8
月
17
日

　
9
月
21
日
・
10
月
19
日

　
午
前
11
時
〜
午
後
5
時

※
1
社
あ
た
り
1
時
間
程
度

と
こ
ろ
　
多
可
町
商
工
会

相
談
例

　
起
業
・
創
業
、
補
助
金
活
用
、

販
路
拡
大
、
経
路
改
善
、
資
金

繰
り
、
現
場
改
善
な
ど

予
約
・
問
合
先
　

　
兵
庫
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

　
☎
0
7
8（
9
7
7
）9
0
8
5

◉
公
私
連
携
に
よ
る
キ
ッ

ズ
ラ
ン
ド
運
営（
民
営

化
）が
決
定
し
ま
し
た

　　
公
私
連
携
に
よ
る
両
キ
ッ
ズ

ラ
ン
ド
の
運
営（
民
営
化
）に
向

け
た
条
例
改
正
議
案
が
、
3
月

定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
31
年
4
月

か
ら
民
間
法
人
が
運
営
す
る
こ

と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
単
に
民
営
化
に
な
る
わ
け
で

は
な
く
、
町
と
法
人
が
協
定
書

を
交
わ
し
、
町
が
関
わ
っ
て
い

く
公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
と
し
て
、
平
成

29
年
度
は
運
営
法
人
の
公
募
・

決
定
を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
こ
ど
も
未
来
課
　

　
☎（
32
）2
3
8
5

◉
5
月
12
日（
金
）は「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

民
生
委
員
制
度
創
設
1
0
0
周
年

　
平
成
29
年
度
、
民
生
委
員
制

度
は
創
設
1
0
0
周
年
、
児
童

委
員
制
度
も
70
周
年
と
い
う
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

生
活
上
の
悩
み
ご
と
な
ど
の
相

談
に
広
く
応
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
の
制
度
や
サ
ー

ビ
ス
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
必
要

な
と
き
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

行
政
機
関
と
協
働
し
て
各
種
福

祉
関
係
の
調
査
、
情
報
の
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
65
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
お
り
、
子
ど
も

子
育
て
家
庭
に
関
す
る
こ
と
を

専
門
に
活
動
し
て
い
る
主
任
児

童
委
員
も
い
ま
す
。
い
ず
れ
の

委
員
も
厚
生
労
働
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
、
相
談
な
ど
に
つ
い
て

の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
　

　
☎（
32
）5
1
2
0

工業統計調査へご協力をお願いします！

■調査の目的　
　わが国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な調査で、
統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。

■対　象　従業者 4人以上のすべての製造事業所

■調査票の配布
　対象となる事業所の皆さんへは、身分証明書を持った調査員が、5 月下旬ごろま
でに調査票を配布します。

■回答方法
　調査票を調査員に提出するか、インターネットで回答してください。
　調査票にご記入いただた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用する
ことは絶対にありません。

※調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いします。

経済産業省・兵庫県・多可町役場総務課　☎（32）2382

【
俳
　
句
】

　
寒
の
中
魚
待
つ
鷺
の
孤
高
か
な
　
　
　
　

　
下
萌
ゆ
る
黒
田
よ
う
や
く
雪
絶
へ
て
　
　

　
も
の
の
芽
や
村
は
総
出
で
土
手
を
焼
く
　

　
遍
路
宿
よ
り
も
見
下
す
屋
島
の
灯
　
　
　

　
生
く
道
の
狭
ま
る
侘
に
墨
絵
描
く
　
　
　

　
菜
の
花
と
海
を
分
か
ち
て
土
讃
線
　
　
　

　
小
さ
き
手
に
摘
み
て
は
こ
ぼ
す
土
筆
か
な

　
道
の
駅
黒
く
か
た
ま
り
残
る
雪

　
　
　
　

池
田
　
義
孝

伊
藤
　
忠
則

川
本
　
法
綱

中
道
　
雅
峰

畑
中
　
彩
水

松
下
　
孝
裕

森
野
　
康
典

安
田
　
昇
司

【
川
　
柳
】

　
清
流
に
す
ば
や
く
は
ぜ
る
鮎
の
群

　
頑
張
っ
た
あ
か
し
何
よ
り
お
め
で
と
う

　
真
っ
直
ぐ
に
前
を
見
て
い
た
青
リ
ン
ゴ

　
仕
切
り
屋
の
そ
の
手
に
乗
ら
ぬ
茶
の
間
合
い

　
ネ
コ
の
手
を
も
っ
と
借
り
た
い
宅
急
便

【
短
　
歌
】

　
あ
り
の
ま
ま
三
十
一
文
字
に
映
せ
ず
に

　
　
悩
み
て
励
む
も
生
き
る
力
に

藤
川
　
敏
明

大
江
貴
代
子

寺
尾
　
麦
人

藤
原
　
将
恕

藤
原
　
栄
司

蔵
本
　
繁
子

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。
問合先　総務課　
　　　　☎（32）2382

文芸たか

◉
自
動
車
税（
県
税
）の
納
付

　　　
納
期
限
は

 
 
 
 
5
月
31
日（
水
）で
す

　
お
近
く
の
銀
行
・
農
協
な
ど

の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
、
県
指
定
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
全
国
の
店

舗
）、
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
加
東
県
税
事
務
所

　
☎（
42
）9
3
3
1

◉
所
得
証
明
書
お
よ
び
課

税
証
明
書
の
発
行

　
平
成
29
年
度
の
所
得
証
明
書

お
よ
び
課
税
証
明
書
は
、
下
記

の
日
か
ら
発
行
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
町
県
民
税
の
納
付
方
法
に
よ

り
、
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
税
務
課

　
☎（
32
）2
3
8
6

発行開始日

5月16日（火）

6月 1日（木）

納付方法
給与特別徴収
給与から天引きされ納付している人

非課税の人
普通徴収
口座振替・納付書により納付している人

年金特別徴収
年金から天引きされ納付している人



※「は～とふるSHOP」「モルゲン喫茶」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすな
ろの郷あ、白ゆり会○がアスパル・モルゲンハイト八千代で運営するお店です。

※やすらぎのつどい問合先：なかよし工房☎(28)2927
※たかテレビの番組更新はPM5：00です。

松
白

5月5月
※ 4月12日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

多可学園　開講式
と　き　 5 月26日（金）　午前10時～
ところ　ベルディーホール　ホール
記念事業
　「マンドリン　ミニコンサート」
　丹波マンドリンクラブ　クローバ

「第 2次多可町総合計画」
が完成しました

「第 2次多可町総合計画」
が完成しました

　昨年、中学生・高校生・
住民の皆さんを対象に実施
したアンケート結果、これ
までの施策評価を基に、24
人の総合計画審議委員の皆
さんを中心に会議を重ね、
『天たかく元気ひろがる美し
いまち多可～ひとがたから
のまち　きらり輝くまち～』
を目指してみんなで取り組
んでいこうと、2026年まで
の10年間のまちづくりの羅
針盤として、第 2 次多可町
総合計画を策定しました。
　概要版を今月号の広報と
ともに配布しますので、ぜ
ひご一読ください。
■問合先
　プロジェクト推進課　
　☎（32）2381

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

お
知
ら
せ

◉
縁
結
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

県
お
よ
び
県
青
少
年
本
部
で

は
、
独
身
男
女
の
出
会
い
を
支

援
す
る
た
め
、「
地
域
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
は
ば
タ
ン
会
員（
お

見
合
い
希
望
会
員
）」を
募
集
し
、

相
談
員
が
仲
人
役
と
な
っ
て
1

対
1
の
お
見
合
い
の
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

開
館
日　

毎
週
火
〜
土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時
15
分

と
こ
ろ　

や
し
ろ
シ
ョ
ッ
ピ
ン

　

グ
パ
ー
ク
Ｂ
ｉ
ｏ
2
階

問
合
先
　
北
播
磨
出
会
い
サ
ポ

　

ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎（
38
）8
0
2
2　

広
　
告たけもと社労士事務所

竹本博文税理士事務所

ＨＰ  http://takemoto.tkcnf.com

◉ 社会保険労務士とのタイアップで
　       労務・社会保険・年金相談にも対応

◉ 税金や帳簿作成等でお困りの方は

多可郡多可町中区鍛冶屋423－6

0795（32）1477･0795（38）7011

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708

農地手続き 相続手続き

多可町加美区大袋 204 番地 1

　　　　　　  0795 (36) 0517初回相談完全無料

2017. 5月号　広報たか2017. 5月号　広報たか29 28

お
知
ら
せ

相
　
談

募
　
集

催
　
し

1 日（月）

2 日（火）

3 日（水）

4 日（木）

5 日（金）

6 日（土）

7 日（日）

8 日（月）

9 日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

13日（土）

14日（日）

15日（月）

16日（火）

17日（水）

18日（木）

19日（金）

20日（土）

21日（日）

22日（月）

23日（火）

24日（水）

25日（木）

26日（金）

27日（土）

28日（日）

29日（月）

30日（火）

31日（水）

　みどりこども園卒園式
　四恩こども園卒園式

●こどもまつり　AM9:30～北アリーナ

●はーとふるショップみ　PM12:00～アスパル

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
　あっ！たかニュース

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●はーとふるショップみ　PM12:00～アスパル

●ずこう、書道　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

●はーとふるショップあ　PM12:00～アスパル

　アンコールアワー（再放送）

　アンコールアワー（再放送）

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●ささゆり絆カフェ　PM1:30～小規模多機能ホーム清爽の里
　町内中学校入学式

　月ごと、まるごとあっ！たかニュース

　町内小学校入学式

●はーとふるショップ○　PM12:30～アスパル
●絆カフェ喜楽　PM1:30～フロイデン八千代

　H29各課の取り組み

　生涯学習講座　落語　八千代寄席①②③

　アンコールアワー（再放送）

　アンコールアワー（再放送）

●モルゲン喫茶あ　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●ささゆり絆カフェ　PM1:30～小規模多機能ホーム清爽の里
　講演会「いきいき百歳体操」

●モルゲン喫茶○　AM10:00～モルゲンハイト八千代診療所
●はーとふるショップ○　PM12:30～アスパル
　播州歌舞伎クラブ公演「絵本太功記」

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
　あっ！たかニュース

松
白

松

松

●書道　PM1:30～中児童館
　あっ！たかニュース

　あさかこども園卒園式
　ＢｏｏｋＧｕｉｄｅ・ピラティス

　キッズランドかみ卒園式
　キッズランドやちよ卒園式



5
1

〒
6
7
9-

1
1
9
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兵
庫
県
多
可
郡
多
可
町
中
区
中
村
町
1
2
3
番
地

編
集
・
発
行　

多
可
町
役
場

☎
0
7
9
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32
）2
3
8
0
㈹　

℻
0
7
9
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）2
3
4
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広
報

た
か
139
2017
平成29

　

都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人

材
を
受
け
入
れ
、
地
域
力
の
維

持
・
活
性
化
を
図
る「
地
域
お
こ

し
協
力
隊（
以
下
、
協
力
隊
）」。

地
元
・
太
子
町
か
ら
岩
座
神
へ

移
住
し
て
約
１
年
。
就
任
2
年

目
を
迎
え
た
の
が
、
橋
口
若
葉

さ
ん
で
す
。

　

テ
レ
ビ
番
組
で
協
力
隊
の
存

在
を
知
り
、
興
味
を
持
っ
た
と

い
う
橋
口
さ
ん
。
当
時
は
高
校

で
非
常
勤
の
体
育
教
師
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
本
当
に
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
な
の
か
と
自
問

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
協
力

隊
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
決
意

し
た
そ
う
で
す
。

　
「
応
募
す
る
地
域
を
選
ぶ
と
き

に
、
定
住
促
進
や
古
民
家
再
生

な
ど
を
募
集
し
て
い
る
地
域
が

多
い
中
、
多
可
町
の〝
健
康
保
養

地
事
業
の
支
援
〞と
い
う
内
容
に

目
が
と
ま
り
ま
し
た
。
体
を
動

か
す
こ
と
な
ら
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
続
け
て
き
た
水
泳
や
体
育

教
師
と
し
て
の
経
験
を
生
か
せ

る
か
も
…
と
感
じ
た
か
ら
で
す
」

と
、
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
エ
ー
デ
ル
さ
さ
ゆ

り
を
拠
点
に
気
候
性
地
形
療
法

に
基
づ
く
軽
め
の
山
歩
き「
ウ
ェ

ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
ガ
イ

ド
や
コ
ー
ス
開
発
を
担
当
し
、

定
期
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

っ
て
何
？
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
色
ん
な
人
に
助

け
て
も
ら
っ
て
徐
々
に
で
き
る

こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
決

ま
り
き
っ
た
仕
事
だ
け
で
な
く

や
り
た
い
こ
と
が
提
案
で
き
、

た
く
さ
ん
の
つ
な
が
り
と
経
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
、

協
力
隊
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

 

2
年
目
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
、

月
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

平
日
し
か
参
加
で
き
な
い
人
向

け
に
週
１
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

も
企
画
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
参
加
者
の
人
に
も
将
来
ガ
イ

ド
と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
、
協
議
会
の
立
ち
上
げ
に
向

け
て
勉
強
会
を
開
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
行
政
や
町
内
の
施

設
と
う
ま
く
連
携
し
な
が
ら
、

さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て
が

ん
ば
り
た
い
で
す
」と
、
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て

自
分
に
で
き
る
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
る
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▲出発前にしっかりストレッチ！

▲「成果が目に見えて残るのがうれ
　しい」と案内看板の前で

▲「近所の人や集落の皆さんをはじめ、多可町は
　本当に人が温かいです」と話します
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